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宮崎市地域公共交通網形成計画の進捗報告

～宮崎市地域公共交通計画(仮)の策定に向けて～

令和５年１月１８日
宮崎市地域公共交通会議



　「地域にとって望ましい公共交通網のすがた」を明らかにする「マスタープラン（ビジョン+事
業体系を記載するもの)」としての役割を果たすもの。
　国が定める基本方針に基づき、地方公共団体が協議会を開催し、市民や交通事業者等
の関係者との協議により策定するもので、まちづくりと連携し、かつ面的な公共交通ネット
ワークを再構築するために実施する事業について記載することが求められている。

地域公共交通網形成計画とは･･･

　本市の最上位計画である「第５次宮崎市総合計画」が掲げる将来の都市像「未来を創造
する太陽都市『みやざき』」の実現に向けて、まちづくりの上位計画である「宮崎市都市計画
マスタープラン」との整合を図りながら、まちづくりの具体的な取組を示した「宮崎市立地適
正化計画」と連携し、誰もが利用しやすい持続可能な公共交通ネットワークの再構築を目指
すもの。

宮崎市における本計画の位置付け
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■計画区域
　　宮崎市全域（ただし、路線バスにおいては、隣接市町とのアクセスも含めて検討）

　　
■計画期間
　　令和２年度から令和６年度までの５年間

■本市の公共交通の理念
　　誰もが利用しやすい、持続可能な公共交通ネットワークの構築

■本市の公共交通が果たすべき役割
　　◆各拠点間をつなぎ、コンパクトシティを実現する
　　◆人口減少・少子高齢化等の社会情勢や市の政策に対応しつつ、
　　市民や来訪者の移動を支える

宮崎市地域公共交通網形成計画（基本情報）
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宮崎市地域公共交通網形成計画のイメージ
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１．現状・問題点

　・人口減少に伴う公共交通利用者の減少
　・公共交通を必要とする人が増加する見通し
　・（バス）６割が赤字系統で補助は増加傾向
　・（バス）運行距離の長い系統や需給バランスにギャップがある路線は赤字傾向
　・バス、タクシー等のドライバーの求職者の減少や高齢化に伴う担い手不足
　・（バス）運行本数・運行時間に対する高いニーズ
　・道路交通渋滞の影響を受ける路線バス
　・バスの低い速達性が利用されない要因
　・利用環境、乗継環境に対する低い満足度
　・まだまだ低いバス利用に対する市民の意識

宮崎市が抱える公共交通の課題（令和２年３月計画策定時）
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２．課　題

　
　★持続可能な公共交通ネットワークの再構築

　★特性・ニーズに応じた公共交通サービスの提供

　★地域で公共交通を支える意識の醸成

宮崎市が抱える公共交通の課題（令和２年３月計画策定時）
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　基本方針１

　　　活力ある都市を支える、持続可能な公共交通ネットワークの形成

　基本方針２

　　　分かりやすく利用しやすい公共交通サービスの構築

　基本方針３

　　　地域の実情に応じた公共交通の構築及び意識の醸成

　基本方針４

　　　新たなモビリティサービスの導入・連携による移動の円滑化

宮崎市地域公共交通網形成計画の基本方針
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公
共
交
通
が
目
指
す
将
来
像



　令和２年１１月の『地域公共交通の活性化及び再生に関する法律』の改正によ
り、地域公共交通網形成計画に代わる、新たな法定計画として「地域公共交通計
画」の作成が努力義務化。

9

宮崎市地域公共交通計画(仮)の策定に向けて

　宮崎市地域公共交通網形成計画は、令和２年３月に策定しており、改正法施
行前に作成された網形成計画は、改正法施行後は地域公共交通計画とみなされ
るため新たな手続き等は不要。

　ただし、次回の見直しのタイミングで地域公共交通計画で定められている記載
事項（努力記載事項を含む）を満たしているか確認が必要。
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現
計
画
の
目
標
に
つ
い
て

目標値
策定時 将来(R6) 現況

路線バス 3,744,482 人/年(Ｈ29) 3,744,500人/年以上 精査中

鉄道(※1) 11,662 人/日(Ｈ29) 11,700 人/日以上 11,239人/日(R4)

155 万人/年(Ｈ30) 155 万人/年 143万人/年(R4)

92％(Ｈ30) 97％以上 93.8％(R5)

28％(Ｒ1) 33％以上 38.6％(R5)

市全域 67％(Ｒ1) 90％以上 64.1％(R4)

コミュニティ交通導入地域 ― 90％以上 ー

乗継の所要時間 34％(Ｒ1) 46％以上 24.9％(R4)

運行情報 27％(Ｒ1) 36％以上 53.4％(R4)

定時性 43％(Ｒ1) 58％以上 64.9％(R4)

バス待ち環境 26％(Ｒ1) 35％以上 36.4％(R4)

3 地域(Ｒ1) 7 地域以上 7 地域(R5)

1.47 人/台(Ｈ30) 1.73 人/台 1.22 人/台(R4)

5,400 件/年(H30) 5,400 件/年以上 18,064件/年(R5)

(シニアパス新規分含む)

31.9％(Ｒ1) 38.7％以上 31.4％(R4)

11 回/人・月(Ｒ1) 12 回/人・月以上 10.7回/人・月(R5)

4
①移動の

満足度向上
― 30.0％以上 20.5％(R4)

主要バスターミナル(宮崎駅、宮交シティ、宮崎空港)

における路線バス乗降客数
路線バスの経常収支率(※2)

ノンステップバス導入率

コミュニティ交通導入エリア数

コミュニティ交通の乗合率

ICカード発行件数
(宮崎市内における宮崎交通の新規ICカード発行件数)

普段バスを利用している人の割合(※3)

公共交通利用回数
(路線バスのICデータより１人・月当たり)

実験導入時の満足度
(満足、やや満足の割合)

(※1)鉄道は、H29より九州内の上位300駅のみ公表。そのため、上位300駅のみを対象として計測。H29時点で宮崎市内で該当は9駅、R4時点もH29時点と同様の9駅。

(※2)経常収支率は、経常収入/経常経費で算出するもので、これが100％未満になると赤字を意味する。
(※3)毎年度実施している市民意識調査がベース。R4からは、バスに加え、鉄道も含め当該項目の調査を実施。満足・やや満足の合計値。

基本

方針
目標 目標指標

1

①公共交通利用者
数の維持・増加

②運行効率化

による経費低減
③収支改善

公共交通利用者数

公共交通の利用満足度
(※3)

自宅や目的地からバス
停までの近接性

3

①地域の実情に
応じた、地域に

利用される
公共交通の運行

②コミュニティ

交通の効率化
③公共交通の利用

回数の向上

基
本
方
針
に
対
応
す
る
目
標
及
び
目
標
指
標

、
目
標
値
の
設
定

2
①公共交通の

利用満足度向上
（不満足の解消）
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【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

・地域間幹線系統(※)を中心に乗車人員や運送収入が
低いなどの利用状況を踏まえ、ダイヤの減便や路線統合
による路線再編を令和４年１０月実施。
　　　　　　　　　　　　　　　(※)複数の市町村にまたがって走る広域的な路線バスを指す。

《主な再編》
・宮崎～雀ケ野線→宮崎～赤谷線へ区間短縮。
・高鍋線、国富・綾線、日南線、都城線、宮崎市内完結路線に
ついて、減便及び減便に伴うダイヤ調整。

《効果》
令和４年１０月～令和５年９月の実績を踏まえ、今後、効果検
証予定。

・引き続き、利用状況に即した再編を検討。
・乗継ダイヤの設定や乗継割引、循環バスについては、バ
ス事業者と連携し検討。
・路線バスに限らない移動手段(ｺﾐｭﾆﾃｨ交通等)の検討。
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【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

●現計画策定時の目標数である７地区で導入済。
●すべての地区において『デマンド型乗合タクシー』で運行。

《導入経緯》
　（Ｈ２４年度　高岡地区で運行開始）
　・Ｒ２年度　　木花・北の２地区で運行開始
　・Ｒ３年度　　田野・佐土原の２地区で運行開始
　・Ｒ４年度　　住吉・生目の２地区で運行開始

・新たな交通空白地や需要が発生した際に導入を検討。
・乗合タクシーに限らない、地域実情に即した手法(コミュ
ニティバス等)の検討。
・地区・地域単位ではなく、多くの住民が住んでいる団地
などのエリアに対する導入を検討。
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【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

●「小戸之橋(架け替え)」は令和3年3月に竣工。
※現在、小戸之橋を経由する路線は運行されていない。
※工事開始前(平成25年11月)も小戸之橋を経由する路
線は運行されていない。

・宮崎駅東通線が令和７年度中に開通予定。
・当該線の開通により、昭和通線や宮崎港周辺のアクセス
性が向上する見込みであることから、利用者の声や、ニー
ズに合わせて検討予定。
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【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

【市】
・計画策定以降に新たに設置した駐輪設備はなし。
※計画策定以前に１５箇所で整備されている
　　　（宮崎駅、南宮崎駅、佐土原駅、田野駅、清武駅、加納駅、日向沓掛駅、橘通一丁目バス停）

【宮崎交通】
・整備実績なし

【市/宮崎交通】
　・現時点での予定なし。
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【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

※平成29年7月より宮崎交通(株)が運営開始、令和3年7月に宮崎トヨタ自
動車株式会社へ事業譲渡。

●   H30年15箇所、R1年53箇所、R2年56箇所、
　　　　　　　 R3年56箇所（新設なし）、R4年61箇所、R5年78箇所

●   11箇所

●
　　期間：(1回目)令和4年12月～令和5年2月末
　　　　　　(2回目)令和5年9月～令和5年12月末

【市】
・運営事業者と連携しながら、ポート増設を含めて普及促
進に努めていく予定。
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【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

●ＪＲ宮崎空港駅は、令和２年春頃のダイヤ改正において、
パターンダイヤ化を実施。
●現在も引き続き実施されている。
(※)一部の時間帯や普通列車については利用状況に応じて異なる。

●今後も継続して実施。
●その他駅についても利用状況を踏まえ、検討していく。
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【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

『ＪＲ佐土原駅バリアフリー化』
　設計 令和元年度～令和２年度 

　　　　　　　　 工事 令和２年度～令和３年度
　　　　　　　   供用開始 令和４年１月１５日

　・新こ線橋（エレベーター設置）

　　　　　　　   ・多機能トイレ　・触知案内板　・盲導鈴

●その他駅について、引き続き、ＪＲ九州や県と連携し、バ
リアフリー化も含め、鉄道利用における環境整備を推進し
ていく。
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【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

●ＪＲ九州宮崎支社への要望活動(例年10月)
●ＪＲ九州ウォーキング 
　　⇒ 各市で実施。本市は例年9月に青島駅で実施。
●鉄道の日イベント出展 
　　⇒ 宮崎駅でのイベントに協議会ブース出展。 
●日南線利用促進事業補助金（団体利用運賃補助） 
●乗り方教室の実施
●イベント利用促進支援事業 

●引き続き、沿線自治体や県、ＪＲ九州と連携し、日南線
の利用促進に資する取組みを進めていく。



【今後の取組みについて】

【これまでの取組みについて】
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●  　2020(R2)年10月14日
● 　宮崎県内を走る一般路線全てのバス停

　

●導入済により今後の予定なし。

引用：宮崎交通HP
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【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

●バスロケーションシステム導入（施策2-4）に伴い、既存
のバスセンターや商業施設、病院等にモニターを設置。
[設置箇所(例)]
　・スーパー内のイートインスペース（高岡町域内）
　・大学病院、医師会病院など

●引き続き、宮崎交通と連携し、利用状況に応じてバス利
用における環境整備を推進していく。
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【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

●「施策2-4」にあわせＲ２年１０月に供用開始。
●現在、市内４２箇所に設置済。
【主な設置バス停】
　宮崎駅西口【3か所】、宮交シティ【6か所】、宮崎空港【3か所】、山形屋etc.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●引き続き、宮崎交通と連携し、利用状況に応じてバス利
用における環境整備を推進していく。

●他、各バス停に掲示されているＱＲ
コードからもバスの位置情報などの確
認ができる。
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【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

【宮崎市】
・本市コミュニティ交通(デマンド型乗合タクシー)のダイヤ
設定時において、交通結節点となるバス停や駅の発着便
時刻を意識してダイヤ設定を行なっている。

【宮崎交通／ＪＲ九州】
・関係機関と連携し、乗継を意識してのダイヤ設定を実施。

【宮崎市／宮崎交通／ＪＲ九州】
・引き続き、関係機関と連携し、取組んでいく。
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【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

・２０２６年度（令和 8 年度）時点でノンステップ導入率
 ４９％を目指す。

全路線車両数
（台）

ノンステップ車両
（台）

ノンステップ
導入率

平成29年度 289 73 25.2%

平成30年度 277 73 26.3%

平成31年度 277 78 28.1%

令和２年度 277 83 29.9%

令和３年度 279 100 35.8%

令和４年度 269 104 38.6%

※延岡営業所除く
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【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

●Ｒ２年１月にGoogle Mapでの経路検索が可能に。
●現在、確認できる情報として、

　・施設最寄りバス停位置
　・バス停名情報
　・目的地に行くバスの発時刻情報

【市】
・市広報紙やSNSを活用した周知を検討していく。
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【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

●乗り継ぎ割引について　(引用：宮崎交通HP)

●乗り継ぎ割引は引き続き実施。
●ゾーン制運賃については現時点で予定なし。
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【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

【市】※計画策定前から継続して取組んでいるもの。

　①毎月、新たに敬老バスカの対象となった方へ「資格者証」及
　　び「事業の案内」を送付　 
　②自治会便で、敬老バス事業に関するチラシを班回覧（R2.9
　　月、R3.7月、R4.7月） 
　③上記２）と同様にチラシを運転免許センター等で免許返納
　　者向けに配付 
　④市ＨＰへ敬老バス事業について掲載 

【宮崎交通】
・宮崎市内の老人クラブに路線図などを配布してもらい、バスを
身近に感じてもらえるように取り組んでいる。
・敬老バスカのホルダーが利用したいと思う路線の検討。
（宮崎からえびの高原までを直行でいけるりんどう号を新設。現在、交通規制により運休中）

【市／宮崎交通】
・これまでの取組を継続予定。

【参考情報】※R5.11末現在

・敬老バスカ保有者数　　　58,123人（７０歳以上人口に対する保有割合　64.6％）

・敬老バスカ実利用者数　 13,580人（保有者に対する実利用者割合　23.3％）

・敬老バスカ新規発行推移
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【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

・対面によるイベント開催などの具体的な取組み無し。
・一方、公共交通利用の意識醸成のため、市広報紙での
特集やＳＮＳでの広報など、市民に興味、関心を持ってい
ただくための取組みを実施。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(←)宮崎市広報R4年9月号　(↑)宮崎市広報R5年7月号

・引き続き、イベントの開催や広報ツールを活用した取組み
を検討していく。
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【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

【宮崎交通】
・市内の地域まちづくり推進委員
・市内幼稚園
・他さまざまなイベントにて実施

【ＪＲ九州】
・毎年、沿線にある小学校を対象とした乗り方教室を実施。

【市／宮崎交通／ＪＲ九州】
・引き続き、関係機関等と連携し取組む。
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【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

【宮崎市】
・障がい理解啓発資料を交通・物流事業者に配布。

【宮崎交通】
・支援学校や、NPO法人と一緒にバスの乗り方を乗務員と
体験する取り組みを実施。
　また、小学校での乗り方教室では、車いす利用者の手助
けができるよう車いす乗降の方法も伝えている。

【ＪＲ九州】
・宮崎乗務センター（車掌）が作成した、車内でのマナー
アップ動画を学校へ配布。

【宮崎市／宮崎交通／ＪＲ九州】
・今後も啓発活動を実施予定。



30

【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

・具体的な取組み無し。
・自動運転関連企業からの提案による協議を随時おこ
なっている。

・国の動向、他自治体での取組みを踏まえ、本市における
導入の可能性の有無を含めて研究していく。
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【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

【市／宮崎交通】
・具体的な取組みなし。

【宮崎交通】
●路線バスＡＩデマンド化実証実験（予定）

・実証期間・・・令和６年３月１日～同年８月３１日
・実験区域・・・恒久・田吉地区
・概要・・・区域内に既存バス停を含む約４０カ所のミーティ
ングポイント(乗降場所)を設置し、期間中は毎日運行を行
なう。利用者は、専用アプリまたは電話により予約が必要。

【市】
・上記の実験結果を踏まえ、市内における「路線バスの一
部デマンド運行化」について検討していく。
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【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

・具体的な取組み無し。

・デマンド交通関連企業からの提案による協議を随時おこ
なっている。

・施策４－２『路線バスの一部デマンド運行化』での取組み
も踏まえ、本市における導入の可能性の有無を含め検討
していく。
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【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

トヨタファイナンシャルサービス株式会社が開発・提供する
MaaSアプリ｢my route(マイルート)｣を活用。
●Ｒ２年１１月６日(金)～Ｒ３年３月１２日(金)実証実験。
　エリア：宮崎市・日南市及び近郊。
　※国交省によるＲ２年度｢日本版 MaaS推進・支援事業｣選定。
　※自治体は、宮崎県、宮崎市、日南市が参画。
　※事務局は、ＪＲ九州、宮崎交通

●実証実験終了後、本格稼動中。 

●九州一体となった広域でのMaaSの取組みに向け、Ｒ６
年４月に『九州ＭａａＳ協議会』が発足予定。
●Ｒ６年夏頃に、九州ＭａａＳサービス開始予定。
●引き続き、県や事業者と連携し、ＭａａＳ普及に取組ん
でいく。
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【これまでの取組みについて】

【今後の取組みについて】

●交通系ICカードの乗降データを活用したダイヤ調整や路
線の再編は、[施策１－１]で取組んでいる。

●GPS等のビックデータ(※)は、これまで活用はしていな
いが、ビックデータ取扱事業者からの提案による協議を随
時おこなっている。

●交通系ICカードの乗降データを活用したダイヤ調整や路
線の再編は、引き続き、交通事業者と連携し取り組む。

●GPS等のビックデータの活用については、引き続き、情
報収集をおこなっていく。
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宮崎市地域公共交通計画の策定に向けたスケジュール（予定）

今回

宮
崎
市
地
域
公
共
交
通
計
画

対
面

対
面

対
面

書
面

対
面

策定(予定)

※進捗状況等に応じて、書面協議となる場合がございます。


	R6.01.18_交通会議(配布資料)_宮崎市地域公共交通網形成計画の進捗報告.pdf
	R6.01.18_交通会議(0116案配布資料)_宮崎市地域公共交通網形成計画の進捗報告.pptx


